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【第 221 回国会】令和８年４月 10 日（金）、第４回の委員会が開かれました。 

 

１ 物資の流通の効率化に関する法律の一部を改正する法律案（内閣提出第 16 号） 

・金子国土交通大臣、酒井国土交通副大臣、加藤国土交通大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行い、

質疑を終局しました。 

・採決を行った結果、全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

（賛成－自民、中道、維新、国民、参政、みらい、共産） 

（質疑者）中山泰秀君（自民）、佐藤英道君（中道）、犬飼明佳君（中道）、住吉寛紀君（維新）、西岡秀

子君（国民）、臼木秀剛君（国民）、吉川里奈君（参政）、山田瑛理君（みらい）、畑野君枝君

（共産） 

 

（質疑者及び主な質疑事項） 

 

中山泰秀君（自民） 

 

（１） 中東情勢及びウクライナ情勢の影響による燃料価格高騰に対する取組状況及びその効果並びに今後

の取組方針についての所見 

（２） 沖縄県名護市辺野古沖での小型船転覆事故を受けた海上保安庁の取組方針 

（３） 老朽化インフラの点検及び計画的な更新の加速に向けた取組方針 

（４） 本改正案 

ア 中継輸送 

ａ 有事対応も見据えた物流ネットワークの基盤となる制度設計となっているかの確認 

ｂ 複数事業者間の連携が前提となる中継輸送の普及に向けた具体的な支援策 

イ 取引環境全体の適正化を進めるための政府の取組内容 

ウ 熊本地震の経験を踏まえた有事においても機能する物流の実現に向けての大臣の決意 

 

佐藤英道君（中道） 

 

（１） イランによるホルムズ海峡封鎖 

ア ペルシャ湾内の日本関係船舶について 

ａ 留め置かれている日本関係船舶及び船員の数 

ｂ 安全な脱出に向けた政府の取組方針 

イ ペルシャ湾内に留まっている日本人船員の安全確保 

ａ 船舶から国土交通省への連絡及び食料・燃料の補給体制の状況並びに脅威下での業務によるス

トレス負担に対する所見 

ｂ 安全確保に向けた外交の働きかけの状況 

ｃ 緊急時の迅速な退避経路及び受入先の確保の有無 

ウ 燃料価格高騰への対策 

ａ ＬＰガスの価格高騰の影響を受けるタクシー事業者に対する更なる支援の必要性 

ｂ トラック・バス事業者による軽油価格上昇分の運賃への転嫁を支援するための取組方針 

ｃ 燃料調達に困難を来しているトラック・バス事業者への対策 

（２） 本改正案 

ア 燃料価格高騰下における中継輸送の意義 

イ 北海道における中継輸送の実証実験で得られた成果及び課題並びに今後の政策への活用方法 

ウ 中継輸送施設の設置ニーズが高い地域における今後の整備の見通し 

エ 立地の偏りを防ぐ観点から、公設民営による整備も含めた中継輸送拠点の整備を促すための支援



本ニュースは、審査概要として事務局において作成しているものです。詳細な内容については、会議録を御参照ください。 

2 

策を国として講じる必要性 

オ 保管機能を有する中継輸送施設の整備への支援の必要性 

カ 中継輸送の導入によるコスト増加分をトラック事業者が一方的に負わされることのないように適

正な価格転嫁の監視体制を構築する必要性 

キ 中継輸送施設においてトラブルが発生した場合の責任の所在や補償等に関するガイドラインの策

定等の環境整備の必要性 

 

犬飼明佳君（中道） 

 

（１） 本改正案 

ア 中継輸送施設の整備が必要と見込まれる地域及び地方部における整備促進に向けた国の関与の在

り方 

イ 運転者の拘束時間削減及び輸送効率向上等の成果指標 

ウ 貨物自動車中継輸送実施計画の認定を受けた者に対する支援措置の期間及び規模並びに当該支援

措置の終了後においても中継輸送の自立的な運営を可能とするための支援の在り方 

エ 中継輸送施設の利用料金等の設定の考え方及びより多くのトラック事業者が取り組めるルールの

在り方についての見解 

オ トラック事業者のマッチングシステムの整備並びに複数事業者間におけるデータの標準化及びシ

ステム連携の促進に向けた取組方針 

カ 中継輸送施設を利用したモーダルシフトの促進についての認識 

（２） トラック運送業界における商慣習の見直し等に向けた具体的な取組内容 

 

住吉寛紀君（維新） 

 

（１） イラン情勢が国内物流に与える影響及び物流機能維持のための取組内容 

（２） 本改正案の目的及び意義 

（３） 物流業界における多重取引構造の是正及び外国人材の円滑な受入れに向けた取組内容 

（４） 中継輸送施設におけるトラック事業者同士のマッチングシステムの構築に向けた方策 

（５） 自動運転の社会実装に向けた将来像及びその実現に向けたロードマップ 

 

西岡秀子君（国民） 

 

（１） ペルシャ湾に留め置かれている全ての日本関係船舶に対して情報提供を含めた対応をする必要性 

（２） 特定貨物自動車中継輸送施設 

ア 備えておくべき設備の要件 

イ 中小トラック事業者による活用に向けた環境整備の必要性 

ウ 中継輸送施設を利用するため高速道路を一時退出することにより長距離割引が適用されず費用が

増加するのではないかとの懸念に対する見解 

エ 防災拠点としても期待される中継輸送施設の整備に当たっては計画段階から関係地方公共団体と

の連携を図る必要性 

オ 中継輸送施設の整備による生鮮食料品等の流通合理化の見通しについての農林水産省の見解 

（３） 中長期的な燃料油の確保及び燃料価格高騰対策に向けた資源エネルギー庁の今後の取組 

（４） 輸送力不足が懸念されていた物流の 2024 年問題に対する現状認識及び物流革新に向けた政策パッ

ケージに基づく取組も含めたこれまでの政策効果についての評価 

（５） 物流事業者、荷主、消費者を含めた全ての関係者が一体となって物流の維持・確保に向けた取組を

進める必要性についての大臣の見解 
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臼木秀剛君（国民） 

 

（１） 中継輸送拠点における荷役作業が増加することに伴いトラックドライバー等の負担が増える懸念に

対する考え 

（２） パレットに積みやすい商品の外装標準化の進捗状況 

（３） トラック事業者同士のマッチングを行う機能を有する既存のシステムの利用状況及び利用に向けた

今後の取組 

（４） 特定貨物自動車中継輸送施設 

ア 高速自動車国道等の近傍として想定される具体的な距離要件 

イ 民間施設直結スマートインターチェンジの整備状況及び商業施設のみならず物流施設も直結でき

ることの確認 

（５） 将来的に自動運転や自動物流道路が導入されることを見据えて国土交通省がリーダーシップを発揮

して中継輸送施設の整備等を進めることについての大臣の決意 

 

吉川里奈君（参政） 

 

（１） 輸送力不足が懸念されていた物流の 2024 年問題に対する現在の評価 

（２） 物流革新に向けた政策パッケージで掲げた荷待ち・荷役時間の改善目標の達成状況に対する認識及

び今後の対応策 

（３） 本改正案 

ア 複数のトラック事業者が共同で申請主体となっている場合には倉庫事業者による自社輸送であっ

ても貨物自動車中継輸送実施計画の認定制度の適用対象となるかの確認及びその場合に受けること

のできる支援内容 

イ 事業者から中継輸送の実施状況の報告を求め、効果検証を持続的に行う仕組みの必要性 

ウ 物流不動産に対する公的支援及び税制優遇を行う政策的根拠並びに公的支援を行う狙い 

エ 中継輸送のマッチング機能の向上策及び現場の実運送事業者の声を踏まえた今後の取組に対する

大臣の決意 

 

山田瑛理君（みらい） 

 

（１） 中継輸送施設の整備 

ア 整備目標である 20 拠点が偏りなく配置されるよう政府が主体的に調整を図る必要性 

イ 20 拠点の戦略的・効果的な配置に向けたロードマップを策定する必要性 

（２） 貨物自動車中継輸送実施計画の実施状況を監査方式で確認する必要性及び計画の認定取消しの判断

基準 

（３） 基本方針に盛り込まれる災害時における中継輸送施設の役割に関する事項の具体的内容 

（４） 災害時に物流拠点に期待される役割についての大臣の所見 

 

畑野君枝君（共産） 

 

（１） 川崎市のＪＦＥスチールのクレーン解体現場で発生した転落事故の原因究明等にしっかりと取り組

む必要性 

（２） 2024 年の物流効率化法改正 

ア 契約内容の書面交付等の法改正を踏まえた取組の状況 

イ 法律の執行状況を把握する仕組みの必要性 
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（３） 中継輸送の実効性を確保するための総合的な対策の必要性及びトラックドライバーが持つ不安・懸

念への対応策 

（４） 中継輸送施設の整備に当たっての住民の合意 

ア 住民合意の取得方法 

イ 大企業の利益が優先されることのないよう住民合意を義務付ける仕組みの必要性 

 


